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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置から搬送されたシートに後処理を施す後処理装置であって、
　前記搬送されたシートの搬送方向に平行な該シートの端面側に上下に配置された２種以
上の後処理手段と、
　前記搬送されたシートの搬送方向に直交する該シートの端面側に配置された整合手段と
、
　前記後処理手段により後処理中のシートを積載する積載手段と、
　前記後処理手段により後処理されたシートを前記搬送方向に直交する方向に搬送する搬
送手段と、を備える後処理装置であって、
　前記整合手段は、
　二つ目の処理部の短手側に対向配置され、前記シートを一つ目の処理後、二つ目の処理
に受け渡す際、規定のシート種であるか判断する判断手段と、その判断結果により、前記
シートを支持または非支持するよう制御する制御手段と、
を備えることを特徴とする後処理装置。
【請求項２】
　画像形成装置から搬送されたシートに後処理を施す後処理装置であって、
　前記搬送されたシートの搬送方向に平行な該シートの端面側に上下に配置された２種以
上の後処理手段と、
　前記搬送されたシートの搬送方向に直交する該シートの端面側に配置された整合手段と
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、
　前記後処理手段により後処理中のシートを積載する積載手段と、
　前記後処理手段により後処理されたシートを前記搬送方向に直交する方向に搬送する搬
送手段と、を備える後処理装置であって、
　前記整合手段は、
　一つ目の処理部に侵入してくるシートサイズに応じて移動可能な突き当て板と、
　前記シートの短手側の端面及び長手側の端面を前記突き当て板に突き当てる突き当て手
段と、
を備えることを特徴とする後処理装置。
【請求項３】
　前記シートがステイプルステージへ落下された後、長手方向の端面を後端基準フェンス
及び付き当て板へ突き当てることにより整合することを特徴とする請求項２記載の後処理
装置。
【請求項４】
　前記シートがステイプルステージに落下した後、ステイプルトレイ上に降りてきた斜め
コロによりシートの端面を後端基準フェンス及び突き当て板へ突き当てることにより整合
することを特徴とする請求項２記載の後処理装置。
【請求項５】
　前記整合手段は前記搬送されたシートの下方を支持することを特徴とする請求項１又は
２記載の後処理装置。
【請求項６】
　シートの種類に応じて前記整合手段の動作を制御する制御手段を備えることを特徴とす
る請求項１又は２記載の後処理装置。
【請求項７】
　前記２種以上の後処理手段は、少なくともシートに穿孔を行う穿孔手段とシートを綴じ
る綴じ手段を含むことを特徴とする請求項１から６の何れか１項に記載の後処理装置。
【請求項８】
　請求項１から７の何れか１項に記載の後処理装置を備えることを特徴とする画像形成装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、後処理装置及び該後処理装置を備えた画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、装置本体上部に原稿読取部が配置され、装置本体下部に給紙部が配置され、
原稿読取部と給紙部との間に印字部が配置され、印字部による印字後に装置本体から搬送
される記録用紙に対して、複数の用紙後処理を施すことが可能な用紙後処理部と記録用紙
が排出される排出部とが装置本体における記録用紙の搬送方向下流に配置されている画像
形成装置が既に知られている。
【０００３】
　また、装置本体に外付けする後処理装置において、装置本体から搬送される記録用紙を
搬送ローラによりステイプルトレイ上に排紙し、整合手段による整合、綴じ手段による綴
じ処理後、排紙トレイ上に順次積載する後処理装置が知られている。
【０００４】
　上記に関し、特許文献１には、用紙搬送方向の上流側にパンチ穴開け機能を備えるパン
チングユニット、下流側にステイプル機能を備えるステイプルユニットをそれぞれ設けた
画像形成装置が開示されている。また、パンチングユニットは装置本体に固定されており
、ステイプルユニットは装置本体に対してスライド可能に設けられている。
【０００５】
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　一方、ステイプルトレイ上に、通常の記録用紙の他に、折り部が下側となる所謂フェイ
スダウンのＺ折りされた記録用紙（以下、Ｚ折り用紙という）を積載、整合、ステイプル
処理して排紙トレイに排紙する技術がある。しかし、ステイプルトレイ上にＺ折り用紙が
スタックされる場合、Ｚ折り用紙の折り部が搬送ローラ対から排紙口までの距離より長い
場合、その折り部が排紙口よりも外側に位置して、整合位置に揃える際に排紙ローラ又は
エンドフェンスに引っかかってしまう。そのため、Ｚ折り用紙がステイプルトレイ上に適
正にスタックされないという問題がある。
【０００６】
　そこで、排紙口近傍から補助トレイが進退可動して、Ｚ折り用紙の一部を一時支える技
術が既に知られている。これに関して、特許文献２には、処理トレイ及び束排出下ローラ
の下に配置した進退可能な出没トレイにより用紙先端としての折り部を支えるシート処理
装置が開示されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１に開示された画像形成装置によれば、装置本体内の限られたスペースに用紙
後処理部および排紙部を設置でき、記録用紙に対する複数の用紙後処理を行うことができ
る。しかし、装置本体から短手端面搬送（SEF（Short Edge Feed））にて記録用紙が搬送
されてきた場合、記録用紙の搬送方向と平行な長手端面側に後処理を施すことができない
。そして、仮に搬送方向と平行な長手端面側に処理可能なパンチ機能とステイプル機能及
び処理後の用紙積載機能を配置した場合、それぞれの機能において、用紙長さと同じ長さ
以上の配置スペースが必要となってしまうという問題がある。
【０００８】
　また、特許文献２のシート処理装置によれば、所謂フェイスダウンのＺ折り用紙をステ
イプルトレイに適正にスタックすることができる。しかし、出没トレイを進退可動するた
めの可動部を設けることで大型になるという問題に加え、部品点数が多くなるためコスト
が高くなるという問題がある。
【０００９】
　本発明は、このような実情に鑑みてなされたものであって、複数の後処理機能を限られ
たスペースにコンパクトに配置し、部品点数を少なくしてコストダウンを図る後処理装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、本願の後処理装置は、画像形成装置から搬送されたシートに
後処理を施す後処理装置であって、搬送されたシートの搬送方向に平行な該シートの端面
側に上下に配置された２種以上の後処理手段と、搬送されたシートの搬送方向に直交する
該シートの端面側に配置された整合手段と、後処理手段により後処理中のシートを積載す
る積載手段と、後処理手段により後処理されたシートを搬送方向に直交する方向に搬送す
る搬送手段と、を備える後処理装置であって、整合手段は、二つ目の処理部の短手側に対
向配置され、シートを一つ目の処理後、二つ目の処理に受け渡す際、規定のシート種であ
るか判断する判断手段と、その判断結果により、シートを支持または非支持するよう制御
する制御手段と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、複数の後処理機能を限られたスペースにコンパクトに配置し、部品点
数を少なくしてコストダウンを図るとともに、用紙をステイプルトレイへ適正にスタック
することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態の画像形成装置の概略構成図である。
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【図２】本発明の実施形態の画像形成装置に搭載される後処理装置の概略構成図である。
【図３】本発明の実施形態の後処理装置におけるステイプルトレイの概略構成図である。
【図４】本発明の実施形態の用紙後処理の流れを示すフローチャートである。
【図５】本発明の実施形態の用紙後処理の流れを示すフローチャートである。
【図６】本発明の他の実施形態の後処理装置の概略構成図である。
【図７】本発明の他の実施形態の後処理装置の動作概要図である。
【図８】本発明の他の実施形態の後処理装置の動作概要図である。
【図９】本発明の他の実施形態の後処理装置の斜めコロの概略構成図である。
【図１０】従来のジョガーフェンスを備えた後処理装置の概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の実施形態の後処理装置及びこれを備えた画像形成装置について図面を参照して
以下に説明するが、本発明の趣旨を越えない限り、何ら本実施形態に限定されるものでは
ない。なお、各図中、同一又は相当する部分には同一の符号を付しており、その重複説明
は適宜に簡略化乃至省略する。また、以下の説明における記録用紙は、画像形成装置によ
り画像が形成されるシート全般のうちの一種である。つまり、本発明におけるシートは記
録用紙以外にも、例えばＯＨＰシートや布等が含まれることは言うまでもない。
【００１４】
　本発明の概略を説明すると、画像形成装置本体から、後処理部のステイプルトレイ上部
に短手端面搬送（SEF：Short Edge Feed）にて記録用紙が搬送され、搬送方向と平行な長
手端面側にパンチ処理部、その下部にステイプル処理部を配置し、ステイプルトレイ上の
用紙短手端部を整合する整合手段を備え、本体から記録用紙が搬送された後、用紙搬送方
向と平行な長手端面、つまり後処理部端面とは逆の端面の下部を整合手段の上端面で支え
るというものである。
【００１５】
　本発明の実施形態の画像形成装置１の概略構成について図１を参照して説明する。図１
に示すように、本実施形態の画像形成装置１は装置本体１００と、２種以上の後処理手段
を含む後処理装置２００と、画像読み取り装置３００とで構成されている。なお、以下に
おいては後処理手段として、パンチユニット及びステイプルユニットを備えた後処理装置
について説明するが、本発明はこれに限定されず、その他の後処理手段を備えた構成であ
ってもよい。
【００１６】
　本実施形態の画像形成装置１は、間接転写方式のタンデム型カラー画像形成装置であり
、装置本体１００のほぼ中央部に４色の作像ステーション１１１が配置された作像部１１
０を備えている。そして、作像部１１０の下方に隣接するように不図示の光書き込み部が
設けられ、作像部１１０の下方に給紙部１２０が設けられる。さらに、給紙部１２０でピ
ックアップされた記録用紙を２次転写部１４０及び定着部１５０に搬送する縦搬送路とし
ての給紙搬送路１３０と、画像が定着された記録用紙を後処理装置２００側に搬送する排
紙搬送路１６０を備えている。さらに、一方の面に画像が形成された記録用紙を反転し、
他方の面に画像形成させるための両面搬送路１７０を備えている。
【００１７】
　作像部１１０は、Ｙ（イエロー）・Ｍ（マゼンタ）・Ｃ（シアン）・Ｋ（ブラック）の
各色用の感光体ドラムと、帯電ユニットと、現像ユニットと、１次転写ユニットと、クリ
ーニングユニットと、除電ユニットと、中間転写ベルト１１２と、光書き込みユニットと
を備えている。帯電ユニットは感光体ドラムの外周に沿って配置されている。
【００１８】
　そして、中間転写ベルト１１２は、感光体ドラムに形成された画像を１次転写ユニット
によって中間転写する。また、光書き込みユニットは感光体ドラムに各色毎に画像を書き
込む。光書き込みユニットは、作像ステーション１１１の下側に配置され、中間転写ベル
ト１１２は作像ステーション１１１の上側に配置されている。
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【００１９】
　中間転写ベルト１１２は、複数の支持ローラによって回転可能に支持され、そのうちの
１つの支持ローラ１１４は２次転写部１４０で中間転写ベルト１１２を介して２次転写ロ
ーラ１１５と対向し、中間転写ベルト１１２上の画像を記録用紙に２次転写できるように
なっている。また、中間転写ベルト１１２の上方には各色ごとのトナー収容容器が交換可
能に配置されている。なお、間接転写方式のタンデム型カラー画像形成装置の画像形成プ
ロセスは公知であるため、その詳細な説明は省略する。
【００２０】
　給紙部１２０は、給紙トレイ１２１と、ピックアップローラ１２２と、給紙搬送ローラ
１２３を備えている。そして、給紙部１２０は、給紙トレイ１２１からピックアップロー
ラ１２２によりピックアップした記録用紙を給紙搬送ローラ１２３により給紙搬送路１３
０に沿って上方に送り出す。そして、送り出された記録用紙に対して２次転写部１４０に
おいて中間転写ベルト１１２上の画像が転写された後、定着部１５０に送られる。
【００２１】
　定着部１５０は定着ローラと加圧ローラを備え、記録用紙が両ローラ間のニップ部を通
過する過程において加熱及び加圧が行われることにより転写されたトナー画像が記録用紙
に定着される。そして、定着部１５０の用紙搬送方向の下流には、排紙搬送路１６０と両
面搬送路１７０が設けられている。両経路は分岐爪１６１によって２方向に分岐している
。後処理装置２００側に搬送される場合は排紙搬送路１６０が選択され、記録用紙の両面
に画像形成する場合は両面搬送路１７０が選択される。なお、分岐爪１６１の用紙搬送方
向上流側の直近に設けられた分岐搬送ローラ１６２により記録用紙へ搬送力を付与してい
る。
【００２２】
　なお、両面搬送路１７０に搬送された記録用紙は、反転後、再度中間転写部１４０に送
り込まれて、他側の面に画像が形成された後、排紙経路１６０側に搬送される。
【００２３】
　排紙経路１６０側に搬送された記録用紙は、入口ローラ対２０１、搬送路２０２、搬送
ローラ対２０３を経由して後処理装置２００に搬送され、後処理装置２００で所定の用紙
処理が施されるか、あるいは、何も処理されることなく排紙トレイ２２２に排紙される。
【００２４】
　本実施形態の後処理装置２００は、装置本体１００の内部に配置され、装置本体１００
から搬送された画像形成済みの記録用紙に所定の処理を施し、最下流に位置する排紙トレ
イ２２２に積載する装置である。後処理装置２００の詳細については後述する。
【００２５】
　画像読み取り装置３００は、コンタクトガラス上にセットされた原稿を光走査して原稿
面の画像を読み取る装置である。画像読み取り装置３００の構成及び機能は公知であるた
め、その説明は省略する。
【００２６】
　次に、本実施形態の後処理装置２００の概略構成について図２を参照して説明する。図
２（ａ）は、図１のおける後処理装置２００のＡ－Ａ’断面を矢印Ｂ方向から見た状態を
表したものである。そして、図２（ｂ）は、図２（ａ）に示した矢印Ｅ方向から見た状態
を表したものである。さらに、図２（ｃ）は、図１における後処理装置２００のＣ－Ｃ’
断面を矢印Ｄ方向、つまり上方から見た状態を表した模式図である。
【００２７】
　本実施形態の後処理装置２００は、用紙搬送方向上流側から、上述した入口ローラ対２
０１、搬送路２０２、搬送ローラ対２０３に加え、搬送手段としての放出爪２０４並びに
放出爪２０４を固定した放出爪駆動用ベルト２０５、積載手段としてのステイプルトレイ
２０６、後端基準フェンス２０７、整合手段としてのジョガーフェンス２０８、パンチユ
ニット２０９、ステイプラ２１０、入口センサ２１１、排紙トレイ２２２、クランプユニ
ット４００とで構成されている。
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【００２８】
　すなわち、後処理装置２００の用紙受け入れ部には装置本体１００の排紙搬送路１６０
から記録用紙を受入れる入口ローラ対２０１、受入れた用紙をパンチ部まで搬送する搬送
路２０２、搬送ローラ対２０３が設けられ、不図示の駆動モータにより入口ローラ対２０
１および搬送ローラ対２０３を回転駆動させることによって搬送路２０２に沿って記録用
紙を搬送する。
【００２９】
　また、搬送路２０２にはセンサ２１１が配置され、記録用紙の先端と後端の検知し、検
知した記録用紙の先端と後端の検知タイミングと、例えば駆動モータとして採用するステ
ッピングモータのステップ数に基づいて各処理を行う際のタイミングをとっている。
【００３０】
　ここで、記録用紙の搬送遷移について図２（ｃ）を参照して説明する。装置本体１００
の搬送ローラ対２０３から矢印Ｈ方向に向かって記録用紙Ｐが後処理装置２００に短手端
面搬送される。後処理装置２００においては、パンチ穴位置Ｊ、ステイプル綴じ位置Ｋ等
の後処理を記録用紙の搬送方向と平行な端面に施す必要がある。これにより、装置全体を
コンパクトに構成することができる。このため、搬送ローラ対２０３より下流では、記録
用紙の搬送方向を装置本体１００からの矢印Ｈで示す搬送方向に対し直角となる矢印Ｉ方
向に切り替え、記録用紙の処理を行うことになる。
【００３１】
　搬送ローラ対２０３から排出された記録用紙は、以下の動作により１枚ずつステイプル
トレイ２０６にスタックされる。センサ２１１で記録用紙の先端を検知すると、ジョガー
フェンス２０８を待機位置２０８ａ、２０８ｂから用紙支持位置２０８ａ’、２０８ｂ’
に移動する。記録用紙は、用紙長手方向の端面ＰＥ１がパンチユニット２０９で支えられ
た状態でパンチステージへ侵入する。なお、ステイプルトレイ２０６は後処理中のシート
を積載する。
【００３２】
　その際、搬送ローラ対２０３により挟持された記録用紙を搬送ローラ対２０３の回転軸
ごと矢印Ｆ方向であるクランプユニット４００側にシフトする。これにより、クランプユ
ニット４００内に備えられている突き当て部材に用紙長手方向の端面ＰＥ１が突き当てら
れることで位置決めされる。その後、クランプ４０１に挟持された記録用紙はパンチユニ
ット２０９により穿孔処理される。
【００３３】
　この時、用紙長手方向の端面ＰＥ１は、クランプ４０１で挟持され、用紙短手端面の後
端は入口ローラ対２０１にニップされているので、クランプユニット４００から見て手前
側となる用紙長手方向の端面ＰＥ０の垂れ下がりは抑制されることとなる。
【００３４】
　パンチ穴穿孔後、記録用紙下方の不図示の入口ローラガイド板を解除し、用紙長手方向
の端面ＰＥ０側をジョガーフェンス２０８の上端面で支持する。つまり、ジョガーフェン
ス２０８によって記録用紙の下方を支持していることになる。このときの記録用紙Ｐの状
態は図２のＰ１で示すように、記録用紙Ｐはクランプ４０１によって端面ＰＥ１を挟持さ
れ、端面ＰＥ０側をジョガーフェンス２０８によって支持されていることになる。
【００３５】
　その後、不図示の駆動モータにより反時計回りに駆動軸４０２上を移動するクランプユ
ニット４００により、記録用紙Ｐをパンチユニット２０９から押し出す。このときの記録
用紙Ｐの状態は図２のＰ２で示すように、移動後の記録用紙Ｐはクランプ４０１によって
端面ＰＥ１を挟持されたまま、端面ＰＥ０側に押し出されていることがわかる。その後、
ステイプルトレイ２０６へと下方向に移動された記録用紙Ｐは、最下部となる位置、つま
りステイプルトレイ２０６に到達した時点でクランプ４０１を開放する。このときの記録
用紙は図２のＰ３で示すように、端面ＰＥ０がジョガーフェンス２０８により持ち上げら
れたような状態となる。
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【００３６】
　その後、ジョガーフェンス２０８を用紙支持位置２０８ａ’、２０８ｂ’から用紙待機
位置２０８ａ、２０８ｂに移動することで、記録用紙がステイプルトレイ２０６上に適正
にスタックされる。このときの記録用紙は図２のＰ４で示すように、端面ＰＥ０が排紙ト
レイ２２２側に垂れ下がったような状態となる。なお、パンチ穿孔処理を行わない場合は
、用紙長手方向の端面ＰＥ１がステイプルトレイ２０６上にスタックされることになる。
【００３７】
　記録用紙がステイプルトレイ２０６にスタックされた後の処理は、記録用紙をシフトし
て排紙するシフトモードと、複数の用紙を綴じて排紙するステイプルモードの何れを選択
するかにより異なってくる。ここでは、本実施形態の画像形成装置１におけるステイプル
モードについて説明する。
【００３８】
　ステイプルモードは、記録用紙を排紙する際に所定枚数毎にステイプラ２１０によって
綴じてから排紙するモードである。ステイプルモードでは、用紙長手方向の端面ＰＥ１が
クランプ４０１によりパンチユニット２０９から押し出され、クランプユニット４００の
上下動作によりクランプ４０１が最下部で用紙を開放する動作を繰り返す。
【００３９】
　記録用紙束のうち最終紙がクランプ４０１から開放された後、ステイプルトレイ２０６
に配置されているジョガーフェンス２０８による用紙搬送方向と直交する方向の用紙整合
を行う。その後、記録用紙束をステイプラ２１０によって綴じて、放出爪２０４により排
紙トレイ２２２に排紙する。
【００４０】
　なお、綴じ処理する用紙端については、記録用紙１枚ごとに、後端基準フェンス２０７
付近に設けた不図示の用紙戻しローラにより用紙搬送方向の整合が可能となる。
【００４１】
　また、排紙トレイ２２２は、搬送方向下流側の固定トレイ部２２２ａと上流側の可動ト
レイ部２２２ｂを備え、可動トレイ部２２２ｂはトレイＤＣモータ２２３ａおよびカム・
リンク機構２２３ｂにより上下動する機構としているが、これについての詳細な説明は省
略する。
【００４２】
　次に、本実施形態のジョガーフェンス２０８の構成について説明する。まず初めに、仮
に従来からの一般的なジョガーフェンスを用いた場合の問題点について図１０を参照して
説明する。
【００４３】
　図１０（ａ）は、一般的なジョガーフェンス６０８を備えた用紙後処理部を上方から見
た状態を表している。また、図１０（ｂ）は図１０（ａ）におけるＸ－Ｘ’断面をＹ方向
から見た断面図である。図１０（ａ）に示すように、ジョガーフェンス６０８は通常、綴
じ処理を行う際に積載するトレイ上の記録用紙の搬送方向と直交する方向を整合する。
【００４４】
　ここで、ジョガーフェンス６０８の長さをＬｓ、トレイの長さをＬtとした場合、Ｌｓ
≦Ｌｔとする。また、ジョガーフェンス６０８の高さをＨｓとし、仕様で決まる用紙束高
さの最大値をｈ０とした場合、Ｈｓ＞ｈ０とする。なお、ｈ０は用紙間の空気層を考慮し
た数値とする。
【００４５】
　本構成において、装置本体１００から搬送された用紙の長手方向端面はクランプ４０１
により挟持されるが、これと反対の端面は点線Ｐ５で示すようにステイプルトレイ上に垂
れ下がり、バックカールが大きい場合は実線Ｐ６で示すようにステイプルトレイ上に適正
にスタックできないという問題がある。
【００４６】
　そこで、本実施形態の後処理装置２００においては、図３で示すようなジョガーフェン
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ス２０８を用いるものである。以下、本実施形態のジョガーフェンス２０８について詳述
する。本実施形態のジョガーフェンス２０８は、ステイプルトレイ２０６の短手側に対向
配置されたジョガーフェンス２０８ａ、２０８ｂにより構成される。図３（ａ）に示すよ
うに、ジョガーフェンス２０８ａ、２０８ｂはステイプルトレイ２０６の矢印Ｉで示す中
心線に対称な形状をなしている。
【００４７】
　ジョガーフェンス２０８の先端２０８１は、ステイプルトレイ２０６側から、排紙トレ
イ２２２上部にかけて延設し、ステイプルトレイ２０６より高い位置となっている。また
、ジョガーフェンス２０８の上端部２０８２は、先端２０８１からステイプルトレイ２０
６の中央方向にかけて幅広の面を形成している。なお、図３（ａ）においては上端部２０
８２の幅広面を曲面としているが、用紙を支持できれば良いため、図３（ｃ）で示すよう
に、平面で構成してもよい。
【００４８】
　さらに、ジョガーフェンス２０８の構成について、図３（ｂ）の側面図を参照して説明
する。ジョガーフェンス２０８の上端部２０８２と、装置本体１００から記録用紙を受入
れる際の矢印IIで示す位置との距離をｈ１とし、仕様上最も薄い用紙で上端部２０８から
垂れ下がる距離をｈ２とすると、『ｈ１＞（ｈ２＋α）』となるように設定すればよい。
なお、αは余裕分とする。
【００４９】
　また、上端部２０８２の後端２０８５のステイプルトレイ２０６からの高さをＨ１とし
、仕様上の用紙束高さの最大値をＨｐとすると、『Ｈ１＞（Ｈｐ＋α）』となるように設
定すればよい。なお、図３（ｂ）において、上端部２０８２の後端２０８５とジョガーフ
ェンス２０８の後端部２０８４の、ステイプルトレイ２０６からの高さを同じＨ１として
いるが、これに限定される必要はない。
【００５０】
　さらに、ジョガーフェンス２０８の長手方向の長さＬ１と、記録用紙の搬送方向と直交
する方向の長さＬｐは同等であれば良い。ただし、パンチユニット２０９からステイプル
トレイ２０６に記録用紙を搬送する際に、用紙先端が上端部２０８２に載っていると、用
紙先端が排紙トレイ２２２方向に押し出される際に丸まる可能性がある。これを防止する
ため、穿孔処理時に用紙先端が先端２０８１からはみ出していることが好ましい。
【００５１】
　さらに、ジョガーフェンス２０８を上方から見た状態を示す図３（ｄ）を参照して説明
する。上端部２０８２の幅をＷ１とし、後端部２０８４の幅をＷ２とすると、『Ｗ１＞Ｗ
２』となるように設定すればよい。
【００５２】
　ここで、Ｗ１が幅広なほど用紙支持姿勢が安定するが、幅広にし過ぎると、記録用紙を
ステイプルトレイ上に落下する際に退避する距離が大きくなり、その退避分のスペースを
確保しなければならず、大型化してしまうことになる。そこで、本実施形態では仕様上最
も薄い用紙を支持できるようにＷ１を設定する。例えば、記録用紙が撓んでもジョガーフ
ェンスから落下しないほどの幅であればよい。
【００５３】
　また、本実施形態においては、上端部２０８２の先端２０８１と後端２０８５を同幅と
しているが、これに限定される必要はない。例えば、図３（ｅ）に示すように、後端２０
８５の幅をＷ３としたとき、記録用紙をステイプルトレイ２０６に落下しやすいように『
Ｗ１≧Ｗ３』にするとよい。
【００５４】
　本実施形態の用紙後処理の流れについて図４及び図５を参照して説明する。まず、用紙
種類に応じて、ジョガーフェンス２０８の制御を変更する処理について、図４を参照して
説明する。
【００５５】
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　まず初めに、後処理装置２００は、装置本体１００から用紙情報を取得する（ステップ
Ｓ１）。取得する用紙情報としては、例えば厚み情報を取得する。
【００５６】
　その後、後処理装置２００は、入口センサ２１１がＯＮされたかどうか確認する（ステ
ップＳ２）。入口センサ２１１がＯＮされたとき（ステップＳ２、ＹＥＳ）、次に取得し
た厚み情報から既定の紙種であるかどうかを判断する（ステップＳ３）。一方、入口セン
サ２１１のＯＮを確認できないときは（ステップＳ２、ＮＯ）、引続き入口センサ２１１
がＯＮされたかどうかの確認を継続する。
【００５７】
　そして、取得した厚み情報から、例えば２５０g／ｍ2紙、又は３００g／ｍ2紙以外の規
定の用紙であると判断されたとき（ステップＳ３、ＹＥＳ）、制御手段により、ジョガー
フェンス２０８を用紙待機位置２０８ａ、２０８ｂから用紙支持位置２０８ａ’、２０８
ｂ’へ移動するように動作制御を行う（ステップＳ４）。
【００５８】
　その後、クランプ４０１で記録用紙を挟持して穿孔処理を実施し（ステップＳ５）、ジ
ョガーフェンス２０８により記録用紙を下方支持した状態で、ステイプルトレイ２０６に
搬送しクランプ４０１から記録用紙を開放する。（ステップＳ６）。記録用紙を開放した
後、クランプ４０１はパンチユニット２０９側に戻る。
【００５９】
　その後、ジョガーフェンス２０８を用紙支持位置２０８ａ’、２０８ｂ’から用紙待機
位置２０８ａ、２０８ｂに移動して記録用紙をステイプルトレイ２０６に落下させる。（
ステップＳ７）。
【００６０】
　そして、後処理装置２００は、ステイプルトレイ２０６に落下した記録用紙が用紙束の
うち最終紙であるかどうかを確認する（ステップＳ８）。ステイプルトレイ２０６に落下
した記録用紙が用紙束のうち最終紙でないと判断された場合（ステップＳ８、ＮＯ）、ス
テップＳ２の処理へ戻り上述した動作を繰り返す。
【００６１】
　次の記録用紙では、１枚目と同じ種類の記録用紙であれば、ジョガーフェンスを用紙支
持位置２０８ａ’、２０８ｂ’に移動する（ステップＳ４）。この時、積載済の記録用紙
の搬送方向と直交する方向の整合をする。つまり、２枚目以降の記録用紙においては、用
紙支持位置２０８ａ’、２０８ｂ’への移動により積載済用紙の整合を兼ねる。
【００６２】
　一方、後処理装置２００は、ステイプルトレイ２０６に落下した記録用紙が用紙束のう
ち最終紙であると判断した場合（ステップＳ８、ＹＥＳ）、用紙束の搬送方向と直交する
方向の整合を行う（ステップＳ９）。その後、後処理装置２００は、綴じ処理を行い（ス
テップＳ１０）、放出爪２０４により排紙トレイ２２２上に排紙する（ステップＳ１１）
。
【００６３】
　また、ステップＳ３において、取得した厚み情報が既定の厚紙でなかった場合（ステッ
プＳ３、ＮＯ）、例えば２５０g／ｍ2紙、又は３００g／ｍ2紙であるとき、制御手段によ
り、ジョガーフェンス２０８は用紙待機位置２０８ａ、２０８ｂに停止したままとなるよ
うに制御され、クランプ４０１で記録用紙を挟持して穿孔処理を実施する（ステップＳ１
２）。
【００６４】
　そして、穿孔処理を施された記録用紙は、ステイプルトレイ２０６に搬送されクランプ
４０１から開放される（ステップＳ１３）。クランプ４０１から開放された用紙は、ステ
イプルトレイ２０６上に落下し、クランプ４０１はパンチユニット２０９側に戻る。
【００６５】
　なお、本実施形態では、穿孔処理、綴じ処理の両方を実施する処理手順を説明したが、
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穿孔処理（ステップＳ５）、綴じ処理（ステップＳ１０）は必要なときに実施されるもの
であってよい。
【００６６】
　また、厚紙の場合、用紙の腰が強いためバックカールにより丸まることはない。そのた
め、ジョガーフェンス２０８の上面で支持したまま搬送すると、ジョガーフェンス２０８
と用紙が擦れる、クランプ４０１で挟持した場合、用紙に折れが発生するなどのダメージ
を受ける。これらのダメージをなくすため、ジョガーフェンス２０８は用紙下方を支持す
る動作を行わないものとする。
【００６７】
　一方で、ジョガーフェンス２０８を支持位置２０８ａ’、２０８ｂ’に移動後、用紙搬
送と同時に支持位置２０８ａ’、２０８ｂ’から待機位置２０８ａ、２０８ｂに移動する
ようにしても良い。これによっても上述の厚紙に対する不具合は解消する。
【００６８】
　さらに、図４で示した処理では、用紙束の最終紙を確認した後に１度だけ用紙束の搬送
方向と直交する方向の整合を実施しているが（ステップＳ９）、図５のフローチャートに
示すように、例えば厚紙の場合（ステップＳ１０３、ＮＯ）、１枚ごと整合処理を実施し
ても良い（ステップＳ１１４）。このようにすれば、さらに整合精度が向上する。なお、
図５において、１枚ごとの整合処理以外の工程については図４と同様であるため説明を省
略する。
【００６９】
　〔他の実施形態〕
　次に、本発明の他の実施形態の後処理装置５００について図６から図１０を参照して説
明する。なお、以下において上述した本発明の実施形態の画像形成装置１と同様の構成に
ついては説明を省略する。本発明の他の実施形態における後処理装置５００は、装置本体
１００から搬送されてきた記録用紙を整合する整合手段の構成が、上述した本発明の実施
形態の後処理装置２００の整合手段と異なる。
【００７０】
　本発明の他の実施形態の後処理装置５００の概略構成について図６を参照して説明する
。後処理装置５００は、用紙搬送方向上流側から搬送路５０２、搬送ローラ対５０３、斜
めコロ５０４、パンチ放出ガイド５０５、ステイプルトレイ５０６、後端基準フェンス５
０７、２つの整合板、放出爪５０９、排紙トレイ５１５から主に構成されている。整合板
としては、用紙の短手側の端面を突き当てる突き当て板５０８、及び用紙の長手側の端面
を突き当てる突き当て板５１１を設けている。
【００７１】
　記録用紙が後処理装置５００に搬送されるまでの経緯については、上述した本発明の実
施形態の後処理装置２００と同様であるので説明を省略する。以後は、搬送後の処理につ
いて説明する。
【００７２】
　まず、搬送ローラ対５０３から排出された記録用紙は、記録用紙の長手側の端面をパン
チユニット５１２に、もう一方の長手側の端面をステイプルトレイ５０６にそれぞれ支え
られた状態でパンチステージへ侵入する。その後、記録用紙の短手側の端面及び長手側の
端面を突き当て板５０８及び突き当て板５１１に斜めコロ５０４によりそれぞれ突き当て
ることにより整合する。記録用紙は整合により位置決めされた状態でパンチユニット５１
２より穿孔処理される。
【００７３】
　ここで、突き当て板５０８は斜めコロ５０４と一体となっており、パンチステージに侵
入してくる用紙サイズに応じて移動可能な構成となっている。また、突き当て板５０８は
ステイプルトレイ５０６に固定された不図示のガイド軸に挿入されている。さらに、突き
当て板５０８は不図示のタイミングベルトを介してステッピングモータに連結されており
、ステッピングモータの正逆転駆動により直線往復移動が可能な構成となっている。
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【００７４】
　一方、突き当て板５１１はパンチユニット５１２に固定されている。記録用紙が、パン
チユニット５１２により穿孔処理された後、パンチ放出ガイド５０５によりパンチユニッ
ト５１２から押し出されることにより、パンチユニット５１２から長手側の端面がステイ
プルステージへ落下する。
【００７５】
　このとき、斜めコロ５０４の下側に配されたガイド板５１０がパンチ放出ガイド５０５
の移動により、パンチダイ５１３の下側へ収納される。そして、用紙の長手側の端面がス
テイプルステージへと落下すると同時に斜めコロ５０４もステイプルステージへと落下す
る。
【００７６】
　これ移行の処理については、記録用紙の端面がパンチステージから落下した後は、記録
用紙をシフトして排紙するシフトモードと、複数の記録用紙を綴じて排紙するステイプル
モードで異なるので、モード毎に説明する。
【００７７】
　〔シフトモード〕
　シフトモードは、記録用紙に対し綴じ処理を行うことなく、排紙トレイ５１５上にて装
置正面から見て左右に所定枚数毎に記録用紙を仕分けするモードである。
【００７８】
　記録用紙がステイプルステージへ落下された後、斜めコロ５０４により長手方向の端面
を後端基準フェンス５０７および突き当て板５０８へ突き当てることにより、整合処理が
行われる。ステイプルトレイ５０６の用紙スタック後端付近には放出爪５０９が備わって
おり、ステイプルトレイ５０６から排紙トレイ５１５へ用紙を排出する。
【００７９】
　所定枚数毎に記録用紙を仕分けする場合は、排紙トレイ５１５を移動させて、排紙トレ
イ５１５に積載される用紙束が排紙トレイ５１５の移動分だけずれることになる。これに
より排紙トレイ５１５に積載されたとき、所定枚数毎に排紙位置が交互にずれ、用紙の仕
分けが行われることになる。
【００８０】
　排紙トレイ５１５の、後処理装置５００本体への取付部には、排紙トレイ５１５上に積
載された用紙を押えるための用紙押え５２０が配置され、ソレノイド５１８のＯＮ／ＯＦ
Ｆにより用紙押え解除動作と用紙押え動作が行われる。すなわち、用紙の搬送にあわせて
ソレノイド５１８をＯＮして用紙押え５２０の押圧動作を解除し、用紙が排紙センサ５２
４を通過したら、あるタイミングでソレノイド５１８をＯＦＦして用紙押えを行う。
【００８１】
　排紙トレイ５１５は、搬送方向下流側の固定トレイ部５１５ａと上流側の可動トレイ部
５１５ｂを備え、可動トレイ部５１５ｂはトレイＤＣモータ５２３ａおよびカム・リンク
機構５２３ｂにより上下動する。
【００８２】
　可動トレイ部５１５ｂは上流側の端部が回動端となって支軸５２３ｃを介して固定トレ
イ部５１５ａに揺動可能に軸支され、カム・リンク機構５２３ｂの作動端がこの可動トレ
イ５１５ｂに連結されている。これにより、トレイＤＣモータ５２３ａが回転し、この回
転に応じて可動トレイ部５１５ｂが前記支軸５２３ｃを中心に揺動する。
【００８３】
　この可動トレイ５１５ｂは、排紙された記録用紙の枚数が一定枚数に達すると、後述の
制御部からの指令によりトレイＤＣモータ５２３ａが回転し、可動トレイ部５１５ｂの自
由端を下降させる。
【００８４】
　また、用紙押え５２０には不図示のトレイ紙面センサが配置されている。用紙押え５２
０が用紙押えを行っている状態でトレイ紙面センサがＯＦＦであれば排紙トレイ５１５を
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紙面センサがＯＮするまで上昇させる。一方、紙面センサがＯＮしていれば一旦紙面セン
サがＯＦＦするまで排紙トレイ５１５を下降し、再度ＯＮするまで上昇させる。これによ
って用紙が積載された排紙トレイ５１５の高さを一定に保つようになっている。
【００８５】
　つまり、排紙トレイ５１５の用紙積載状態に応じて可動トレイ部５１５ｂの自由端を上
下させ、ステイプルトレイ５０６上面から可動トレイ部５１５ｂの用紙積載部までの距離
を一定に保つのである。そして、これにより排紙される用紙と可動トレイ部５１５ｂの接
触角度を一定にし、排紙トレイ５１５に積載される用紙の揃え品質を安定させることがで
き、また多枚数の積載が可能となる。そして、以上の動作を繰り返すことにより排紙トレ
イ５１５上に仕分けされた用紙が積載されることになる。
【００８６】
　〔ステイプルモード〕
　ステイプルモードは、記録用紙を排紙する際に所定枚数毎にステイプラ５１４によって
綴じてから排紙するモードである。記録用紙がステイプルステージへ落下した後、ステイ
プルトレイ５０６上に下りてきた斜めコロ５０４により用紙端面を後端基準フェンス５０
７および突き当て板５０８へ突き当てることにより整合を行う。
【００８７】
　また、後端基準フェンス５０７の端部にはガイド部が設けられている。そして、ステイ
プラ５１４の不図示のベースが、ステイプラ５１４が移動することでガイド部の内側を引
っ掛けていくことにより、後端基準フェンス５０７が追従することになる。
【００８８】
　ステイプラ５１４がステイプルトレイ５０６の端方向に移動した場合は、後端基準フェ
ンス５０７の間隔は広がる。一方、ステイプラ５１４がステイプルトレイ５０６の中央に
移動した場合、後端基準フェンス５０７が不図示のバネにてステイプルトレイ５０６の中
央方向に付勢されているため、後端基準フェンス５０７の間隔は狭まることになる。
【００８９】
　ステイプラ５１４による綴じ処理の後、放出爪５０９により用紙束を排紙トレイ５１５
に排出する。用紙束の排紙中にソレノイド５１８をＯＮして用紙押え５２０を解除し、さ
らに排紙トレイ５１５を一定量下降させる。次いで、用紙束後端が束排紙センサ５２４を
通過したタイミングで排紙ガイド板５１２を上昇させ、次の記録用紙の受け入れに備える
。また、これと同じタイミングでソレノイド５１８をＯＦＦして用紙押え５２０を動作さ
せる。
【００９０】
　次に、上述した、斜めコロ５０４、ガイド板５１０、パンチ放出ガイド５０５の動作概
要について図７及び図８を参照して説明する。図７（ａ）に示すように、搬送ローラ対５
０３から矢印Ｍ方向に排出された記録用紙は、用紙の長手側の端面が、パンチユニット５
１２の下面に配置されているパンチダイ５１３とガイド板５１０に支えられた状態でパン
チステージへ侵入する。
【００９１】
　そして、図７（ｂ）に示すように、記録用紙が斜めコロ５０４へ進入してくると、斜め
コロ５０４によって記録用紙はそれまでの搬送方向から斜めの矢印Ｏ方向に向きを変えて
移動を開始する。さらに、図７（ｃ）に示すように、斜めに移動した記録用紙は短手側の
先端が突き当て板５０８に、奥側は突き当て板５１１に突き当てられ搬送方向と幅方向の
整合が同時に行われる。そして、記録用紙がパンチ穿孔位置に整合された後、パンチユニ
ット５１２により穿孔処理がなされる。
【００９２】
　さらに、図７（ｄ）に示すように、パンチ穴穿孔処理の後、記録用紙はパンチ放出ガイ
ド５０５によりパンチユニット５１２から押し出され、矢印Ｎ方向に搬送される。そして
、図７（ｅ）に示すように、パンチ放出ガイド５０５が押し出し位置までくると、記録用
紙の後端はガイド板５１０による下面の支えがなくなるため、記録用紙はステイプルステ
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ージへ落下する。
【００９３】
　このとき、図８（ａ）から（ｃ）に示すように、パンチ放出ガイド５０５はガイド板５
１０と連動しており、パンチ放出ガイド５０５が排紙トレイ５１５の矢印Ｒ方向へ移動し
てくると、ガイド板５１０が矢印Ｔ方向に倒れる。なお、ガイド板５１０により記録用紙
も矢印Ｑ方向へ押される。そして、ガイド板５１０によって支えられていた斜めコロ５０
４は下支えを失い、ステイプルトレイ５０６まで落下する。
【００９４】
　そして、図８（ｄ）に示すように、記録用紙と斜めコロ５０４は同時にステイプルトレ
イ５０６のある矢印Ｕ方向へと落ち、これによりステイプルトレイ５０６上での用紙の整
合も斜めコロ５０４で行うことができる。本図でいえば、記録用紙は斜めコロ５０４によ
り矢印Ｖ方向へ移動される。
【００９５】
　さらに、図８（ｅ）に示すように、ステイプルトレイ５０６での用紙の整合は、斜めコ
ロ５０４により後端基準フェンス５０７および突き当て板５０８へ用紙端を突き当てるこ
とにより搬送方向と幅方向の整合が同時に行われる。つまり、突き当て板５０８はパンチ
ステージとステイプルステージ両方の整合板として用いることができるよう配置されてい
る。
【００９６】
　なお、パンチ放出ガイド５０５はタイミングベルトを介してステッピングモータに連結
されており、ステッピングモータの正逆回転駆動により直線往復移動を行う。
【００９７】
　上述した斜めコロ５０４の概略構成について図９を参照して説明する。図９（ａ）に示
すように、斜めコロ５０４と突き当て板５０８はブラケット（以下ＢＫＴとする）５５８
で一体に構成されている。このＢＫＴ５５８が不図示の駆動モータとラックにより可動さ
れることで、用紙サイズに応じて斜めコロ５０４と突き当て板５０８の位置を変えること
ができる。
【００９８】
　斜めコロ５０４は上下動を行うレバー部分５５５とコロ部分５０４ａから成り、コロ自
身の自重により記録用紙に圧をかけて搬送する。また、斜めコロ５０４のコロ部分５０４
ａはスポンジコロであり、記録用紙の搬送方向に対して斜めに配置される。コロ部分５０
４ａはタイミングベルト５５１、ギヤ５５２を介してステッピングモータ５５３に連結さ
れている。そして、ステッピングモータ５５３の回転により回転駆動を行う斜めコロ５０
４の作用により記録用紙が斜めに搬送される。
【００９９】
　斜めに搬送された記録用紙は突き当て板５０８および突き当て板５１１に突き当たり整
合される。このとき、例えば、用紙の長手側の端部が先に突き当て板５０８に突き当てら
れてしまった場合であっても、斜めコロ５０４は記録用紙を押える圧が小さいため記録用
紙はスリップし、用紙の短手側の端面についても突き当て板５１１に突き当てることが可
能となる。このように記録用紙をスリップさせることで、記録用紙にしわや折れがつかず
品質を保つことが可能となる。
【０１００】
　図９（ｂ）を参照して斜めコロ５０４についてさらに説明する。図９（ｂ）は、図９（
ａ）の矢印Ｗ方向から見た側面図である。斜めコロ５０４は、回転軸５５４を中心として
揺動可能に構成されている。
【０１０１】
　パンチステージで記録用紙を整合した後、ガイド板５１０が斜めコロ５０４の下面から
取り払われることで、斜めコロ５０４は回転軸５５４を中心に揺動し、斜めコロ５０４は
ステイプルステージへと落下する。
【０１０２】
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　次の記録用紙を受入れる際には、斜めコロ５０４はパンチステージで待機している必要
があるが、このときは、テンショナ５５６が５５６ｂの位置から５５６ａの位置に切り替
えることにより対応する。そして、ベルト５５７を介してステッピングモータ５５３の回
転によりステッピングモータが逆回転することでパンチステージ位置へと戻すことができ
る。
【符号の説明】
【０１０３】
　１　　画像形成装置
　１００　　装置本体
　２００、５００　　後処理装置
　２０１　　入口ローラ対
　２０２、５０２　　搬送路
　２０３、５０３　　搬送ローラ対
　２０４、５０９　　放出爪
　２０５　　放出爪駆動用ベルト
　２０６、５０６　　ステイプルトレイ
　２０７、５０７　　後端基準フェンス
　２０８　　ジョガーフェンス
　２０９、５１２　　パンチユニット
　２１０、５１４　　ステイプラ
　２１１　　入口センサ
　２２２、５１５　　排紙トレイ
　２２２ａ、５１５ａ　　固定トレイ部
　２２２ｂ、５１５ｂ　　可動トレイ部
　２２３ａ、５２３ａ　　トレイＤＣモータ
　２２３ｂ、５２３ｂ　　カム・リンク機構
　３００　　画像読み取り装置
　４００　　クランプユニット
　４０１　　クランプ
　５０４　　斜めコロ
　５０４ａ　　コロ部分
　５０５　　パンチ放出ガイド
　５０８、５１１　　突き当て板
　５１０　　ガイド板
　５１３　　パンチダイ
　５１８　　ソレノイド
　５２０　　用紙押え
　５２３ｃ　　支軸
　５２４　　排紙センサ
　５５１　　タイミングベルト
　５５２　　ギヤ
　５５３　　ステッピングモータ
　５５４　　回転軸
　５５５　　レバー部分
　５５６　　テンショナ
　５５７　　ベルト
　５５８　　ブラケット（ＢＫＴ）
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